
府

令

金
融
商
品
取
引
法
第
六
章
の
二
の
規
定
に
よ
る
課
徴
金
に
関
す
る
内
閣
府
令
の
一
部
を
改
正
す
る
内
閣
府
令

金
融
商
品
取
引
法
第
六
章
の
二
の
規
定
に
よ
る
課
徴
金
に
関
す
る
内
閣
府
令
（
平
成
十
七
年
内
閣
府
令
第
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
及
び
改
正
後
欄
に
対
応
し
て
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
（
連
続
す

る
他
の
規
定
と
記
号
に
よ
り
一
括
し
て
掲
げ
る
規
定
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
標
記
部
分
に
係
る
記
載
）
に
二
重
傍
線
を
付
し
た
規
定
（
以
下
「
対
象
規
定
」
と
い
う
。）は
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
を
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
と
し

て
移
動
し
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
後
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
削
り
、
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
前
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
加

え
る
。

改

正

後

改

正

前

目
次

目
次

第
一
章

﹇
略
﹈

第
一
章

﹇
同
上
﹈

第
二
章

審
判
手
続

第
二
章

﹇
同
上
﹈

第
一
節

総
則
（
第
一
条
の
二
十
七

第
十
二
条
）

第
一
節

総
則
（
第
一
条
の
二
十
七

第
十
三
条
）

第
二
節

審
判
手
続
の
開
始
（
第
十
三
条

第
十
七
条
）

第
二
節

審
判
手
続
の
開
始
（
第
十
四
条

第
十
七
条
）

﹇
第
三
節
・
第
四
節

略
﹈

﹇
第
三
節
・
第
四
節

同
上
﹈

第
五
節

決
定
（
第
六
十
条

第
六
十
一
条
の
十
）

第
五
節

決
定
（
第
六
十
条

第
六
十
一
条
の
九
）

第
六
節

雑
則
（
第
六
十
二
条

第
六
十
九
条
）

第
六
節

雑
則
（
第
六
十
二
条
・
第
六
十
二
条
の
二
）

第
三
章

雑
則
（
第
七
十
条
）

第
三
章

雑
則
（
第
六
十
三
条
）

附
則

附
則

（
通
知
）

（
通
知
）

第
四
条

﹇
略
﹈

第
四
条

﹇
同
上
﹈

２

こ
の
章
の
規
定
に
よ
る
通
知
（
第
二
十
二
条
第
四
項
、
第
六
十
二
条
第
一
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
六
十
六

条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
除
く
。）は
、
こ
れ
を
受
け
る
べ
き
者
の
所
在
が
明
ら
か
で
な
い
と
き
、
又
は

そ
の
者
が
外
国
に
在
る
と
き
は
、
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
第
七
条
第
二
項
に
規
定

す
る
審
判
手
続
の
事
務
を
行
う
職
員
は
、
そ
の
事
由
を
事
件
記
録
上
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

こ
の
章
の
規
定
に
よ
る
通
知
（
第
十
二
条
第
三
項
、
第
二
十
二
条
第
四
項
並
び
に
第
六
十
二
条
第
一
項
及
び

第
三
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
除
く
。）は
、
こ
れ
を
受
け
る
べ
き
者
の
所
在
が
明
ら
か
で
な
い
と
き
、
又
は
そ

の
者
が
外
国
に
在
る
と
き
は
、
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
第
七
条
第
二
項
に
規
定
す

る
審
判
手
続
の
事
務
を
行
う
職
員
は
、
そ
の
事
由
を
事
件
記
録
上
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
審
判
手
続
の
事
務
を
行
う
職
員
）

（
審
判
手
続
の
事
務
を
行
う
職
員
）

第
七
条

﹇
略
﹈

第
七
条

﹇
同
上
﹈

２

前
項
の
職
員
（
以
下
「
審
判
手
続
の
事
務
を
行
う
職
員
」
と
い
う
。）は
、
金
融
庁
長
官
又
は
審
判
官
の
命
を

受
け
て
、
審
判
手
続
に
お
け
る
電
子
調
書
（
期
日
又
は
期
日
外
に
お
け
る
手
続
の
方
式
、
内
容
及
び
経
過
等
の

記
録
及
び
公
証
を
す
る
た
め
に
法
第
六
章
の
二
第
二
節
そ
の
他
の
法
令
の
規
定
に
よ
り
審
判
手
続
の
事
務
を
行

う
職
員
が
作
成
す
る
電
磁
的
記
録
（
法
第
十
三
条
第
五
項
に
規
定
す
る
電
磁
的
記
録
を
い
う
。
以
下
こ
の
章
に

お
い
て
同
じ
。）を
い
う
。
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
同
じ
。）そ
の
他
の
書
類
又
は
電
磁
的
記
録
の
作
成
、
保
管
、

送
達
及
び
送
付
に
関
す
る
事
務
並
び
に
こ
の
章
の
規
定
に
よ
る
通
知
に
関
す
る
事
務
を
行
う
。

２

前
項
の
職
員
（
以
下
「
審
判
手
続
の
事
務
を
行
う
職
員
」
と
い
う
。）は
、
金
融
庁
長
官
又
は
審
判
官
の
命
を

受
け
て
、
審
判
手
続
に
お
け
る
調
書
そ
の
他
の
書
類
の
作
成
、
保
管
、
送
達
及
び
送
付
に
関
す
る
事
務
並
び
に

こ
の
章
の
規
定
に
よ
る
通
知
に
関
す
る
事
務
を
行
う
。

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報
〇
内
閣
府
令
第
八
十
号

金
融
商
品
取
引
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
五
年
法
律
第
七
十
九
号
）
の
一
部
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
金
融
商
品
取
引
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
十
五
号
）
第
百
七
十
九
条
第
一
項
、
第
百
八
十
五
条
第
二
項
、
第
百
八
十

五
条
の
二
第
二
項
、
第
百
八
十
五
条
の
四
第
三
項
、
第
百
八
十
五
条
の
七
第
十
四
項
及
び
第
十
九
項
並
び
に
第
百
八
十
五
条
の
八
第
九
項
、
同
法
第
百
八
十
五
条
の
十
に
お
い
て
準
用
す
る
民
事
訴
訟
法
（
平
成
八
年
法
律
第
百
九
号
）
第
百
条

第
二
項
並
び
に
第
百
九
条
の
二
第
一
項
及
び
第
二
項
、
金
融
商
品
取
引
法
第
百
八
十
五
条
の
十
の
二
、
第
百
八
十
五
条
の
十
一
第
二
項
及
び
第
百
八
十
五
条
の
十
二
第
二
項
並
び
に
同
法
第
百
八
十
五
条
の
十
三
に
お
い
て
準
用
す
る
民
事
訴
訟

法
第
百
三
十
二
条
の
十
第
一
項
及
び
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
並
び
に
金
融
商
品
取
引
法
を
実
施
す
る
た
め
、
金
融
商
品
取
引
法
第
六
章
の
二
の
規
定
に
よ
る
課
徴
金
に
関
す
る
内
閣
府
令
の
一
部
を
改
正
す
る
内
閣
府
令
を
次
の
よ
う
に
定

め
る
。

令
和
八
年
九
月
十
六
日

内
閣
総
理
大
臣

高
市

早
苗




		2026-09-15T14:38:46+0900
	C＝JP,O＝Cabinet Office,CN＝Cabinet Office
	NationalPrintingBerau
	内閣府より署名済み


	



